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私は本学部を2005年3月に卒業し、11年目にして、再び本学部に戻って参りました。このたび母校に
着任することができ、大変嬉しく思っております。
私はこれまで、政治哲学や政治思想の分野に機軸を据えて研究を進めて参りました。本学卒業
後は、故郷の福岡に戻り、九州大学大学院比較社会文化学府（現：地球社会統合科学府）に進学
いたしました。実のところ、当初私は、国際政治学や国際関係論の観点から「東アジア共同体」に
ついて研究することを志望しておりました。しかし、私が進学した大学院は、ある意味では総合政
策学部とよく似たリベラルアーツ型の大学院で、極めて多様な分野の教授陣が在籍しており、いく
つかの関連分野の講義を受講するうちに、次第に研究関心が思想・哲学的な方面に向いていきま
した。2010年に博士学位取得後、日本学術振興会特別研究員などを経て、現在に至ります。
私の研究関心は、本学部のキーワ ドーの1つである「人と人との共生」にあり、人々が共生しうる
政治社会の構成原理を政治哲学的な観点から規範的に探求することにあります。目下のところ、
主としてリベラリズム論に焦点を当てているのは、リベラリズムは、大まかにいって、多様な善き性
の構想や世界観を有する人々のあいだに、その相違を越えて、みなが同意でき、共生を可能にする
政治社会の構成原理を見いだすことをその狙いとしているといって差し支えなく、その意味で、リベ
ラリズムとは「共生の政治哲学」であるといえるからです。
80年代頃までのリベラリズム論においては、共生を可能にする政治社会の構成原理を構想する
うえで、文化や伝統、ナショナリズムといったものは捨象されるべきであるという考え方が支配的
でした。ところが、いわゆる「リベラル＝コミュニタリアン論争」を経て、こうした考え方には疑念が
呈されるようになってきました。そうした流れをふまえて、私は、かかるリベラリズム批判の代表的
な議論の1つである「リベラル・ナショナリズム」という理論に着目し、リベラル・ナショナリズム論
から規範的に導かれる公正な多文化共生世界の構想を「棲み分け型」の多文化共生世界の構想
と呼び、リベラルな観点から擁護しました（詳細な議論は、拙著『ナショナリズムの力──多文化
共生世界の構想』勁草書房、2012年をご覧いただけると大変幸甚です）。今後は、「棲み分け型」
の多文化共生世界の構想のリベラルな観点からの規範的な妥当性をより一層深めることができる
ように、研究に励みたいと思います。
かつて4年間学んだキャンパスにはやはり愛着があります（多少建物は増えましたが）。また、自
分の後輩を相手に講義やゼミなどを行うことに、何ともいえない責任感と緊張感を覚えております。
彼らが社会に出た時に、さすが「関学総政の学生だ！」といってもらえるようなことがあれば、これ
に尽きる喜びはないと思います。そうした先輩としての責任感と緊張感を大いに楽しみながら、日々
の研究や教育に精進して参る所存です。研究者としても、教員としても、まだまだ大変未熟ではご
ざいますが、今後ともご指導ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。
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